
Small Story in Kamijima 

Feb. 2015 

Final 

小さいからこそできること。 人と人、島と都市をつなぐ読みもの。 
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かみじま発 スモールストーリー 

食べものを 
届けるしごと 

 おいしく、たのしく、日々のごはんを食べられること。それだけで人

生はずいぶん豊かになる。 

  

 しかし、自然の恵みを私たちの食卓に届けてくれる農家、漁師

の数は、著しく減少している。農業従事者の平均年齢は65．8歳、

35歳未満は5％。日本の人口の3％に満たない約260万人が日

本の農業を支えている。後継者不足、高齢化から、日本全国

には埼玉県と同じ面積の耕作放棄地が広がっている。（2010年

10月現在） 

 

 「青いレモンの島」として、早くから国産レモンの栽培に取り組ん

できた岩城島でも、状況は同じだ。むしろ、離島ということでさらに

厳しい状況にある。そんな中、女性ひとりで農家として生きる道を

歩み始めたのが大井十和子さんだ。都会での暮らしから、農の

道を選んだその理由をお伺いした。 

極早生みかんとレモンの園地。ひとり、黙々と作業をするのが好きだという大井さん。 

岩城島（いわぎじま）。 
 
人口 ○人  世帯数 ○ 特産品 柑橘 

 
 おおい農園 農園主 
                  
      大井 十和子さん 
 

大阪生まれ大阪育ち。大阪で事務の仕事をしていたが、
島での暮らし、島での農業に憧れを持ち、2011年岩城島
に移住し、島おこし協力隊として２年間活動する。その
後、2013年に新規就農を果たし、町の新規就農支援を受
けながら、農家として自立すべく奮起している。好きな
食べ物は、えだまめ。嫌いな食べ物は、グリンピース。 

お話をきかせてくれた人 
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みかん収穫体験で 
岩城島へ 
 

―岩城に来たきっかけは？ 

 本当は、宇和島でみかん収穫を体験

したいなと思っていたんですが、探した

ときには、募集が終わってしまっていて。

でも、心はすっかりみかん収穫の気分

になっていたので、他にみかん収穫が 

良、阿蘇など色んなところに行きました

よ。印象深いのは、阿蘇と奈良かな。ど

ちらも、受入れ農家さんがすごくいい人

で。作業内容よりも、迎えてくれる農家

さんの人柄の方が、記憶に残りますね。 

 

 普段の会社勤めでは、朝、職場に

行って、それから座りっぱなしでパソコン

仕事をして、帰るころには日が暮れてい

て。顔を合わせるのは、だいたい毎日

同じ人という生活をしていました。そん

な生活だったので、WWOOFの宿の方

や同じように農業や食に興味があって

来ている人たちとの出会いはすごく新鮮 

かなか一歩が踏み出せなくて。でも、古

川さんは「島にも仕事はある！」って

言ってくれたんです。その言葉があった

からこそ、「この島でなら暮らしていける

かも」と思えたんです。 

食べものは 
どこからやってくるのか 
 

―農業に興味をもつようになったきっかけ

は？ 

 具体的なきっかけはないのですが、

自分が食べているものはどこからくるの

か、どうやって育つのか、というような

「食への興味」は昔からわりとあったよう

に思います。それで、大阪で会社勤め

をしていたときに、当時住んでいた市の

市民農園みたいな取り組みに休日だけ

参加するようになったんです。他のメン 

バーは、おじいちゃんおばあちゃんばか

りで若い人は私だけでしたが、孫のよう

にかわいがってもらって楽しかったです

よ。週1回、みんなで集まって農作業を

して。そのときは野菜づくりをしていたの

ですが、農作業って楽しいな、好きだな

と思うようになっていったんです。 

 

 そ れ で 、会社の休暇を使って

WWOOF（ウーフ：金銭のやりとりなしで、

「労働力」と「食事とベッド」を交換する

仕組み）やワーキングホリデーに参加す

るようになりました。北海道、静岡、奈 

でした。農作業だけではなく、会社勤め

では普段会わないような人たちと親しく

なれるという環境が楽しかったですね。 

できるところはないかな～と思って調べ

てたところ、たまたま見つけたのが上島

町のワーキングホリデー制度だったんで

す。２０１１年２月のことでした。 

 

 それで岩城島に滞在して、Ｉターン農

家である古川泰弘さんはじめ、他の農

家さんにお世話になることになったんで

す。この古川さんとの出会いは、大き

かったですね～。とにかく前向きなんで

すよ。それまでも、WWOOFの宿の方と

かに「田舎暮らしがしたいんですよ」って

相談してきたのですが、どうしても「家が

ない、仕事がない」って話になって、な 

大井さんが暮らす岩城島。 

人口2,146人（2014年7月31日現在）。 
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機や無農薬といった農法の違いもあり

ます。売り先やつける価格も違いますし、

ポリシーも違う。技術的なことはもちろん、

そのスタイルの多様さを知ることができ

たのは、協力隊ならではのメリットだった

と思います。通常の研修なら、一軒の

農家さんにずっとお世話になることにな

ることが多いですから。協力隊だからこ

そ、地域の色々な農家さんのところで、

学ばせて頂くことができました。 

 

 また、所属していた産業振興課の業

務で、各地の物産展を手伝うこともあり 

ました。お客さんの反応を直接目にす

ることができ、物を売るということを学び

ました。これも、協力隊ならではの経験

だったと思います。 

したいことがあるなら 
しないともったいない！ 
 

 そんなことを考えていたときに起こっ

たのが、東日本大震災でした。大阪は

被災をしたわけではないけれど、テレビ

の映像を見たりして、今まであったもの

が一瞬で無くなってしまう様子に衝撃を

受けました。人生はいつ、何があるかわ

からないんだって改めて思ったんです。

私は今、健康で、元気に動けて、背負

うものがなくて、したいことをできる環境

にあるんだと思ったんです。したいことが 

あって、できる環境にあるのならば、す

るしかないって。そう思いきれたのは、

やはり震災の影響が大きかったですね。

震災がなければ、今もまだ色んなところ

にWWOOFに行くだけで、移住を決意す

るまでには至っていなかったかもしれま

せん。 

 

 それで震災の後、３月にもう一度岩城

に来ました。Ｉターン農家の先輩に、「ま

だちょっと迷ってるんですけど・・・」と相

談したら、「とわちゃん（大井さん）、そう

私たちに言ってる時点で、もう心は決 

―ご家族の反応は？ 

 当然、両親は大反対。田舎で、しかも

女ひとりで農業するなんて無理！という

反応でした。でも、私が決めたら聞かな

いって知ってるから、とりあえず現地を

見てみてからということになって、両親

を島に滞在させました。そうしたら、想

像と違ったみたいで、納得してくれたん

です。どうやら、「島」というと、さびれた

漁村のようなイメージをもっていたようで

すが、以外にきれいで明るかったので

安心したみたいです（笑）。 

 

 協力隊の活動で、子どもキャンプ「かわうそキャンプ」で子どもたちと一緒に作業する大井さん。 

協力隊の活動で 
得たもの、できなかったこと 
 

―それで、協力隊としての活動が始まっ

たわけですね。 

 はい、協力隊になって、農家さんの手

伝いと自分の勉強のために、約１０軒く

らいの農家さんのところに行かせてもら

うようになりました。行かせてもらう農家

さんは、町内放送で呼び掛けたり、口コ

ミで紹介してもらいました。一口に柑橘

農家といっても、それぞれスタイルがあ

るんです。育てている品種も違うし、有 

自分の園地がほしい 
 

 そうして、協力隊として活動していまし

たが、だんだんと手伝うだけではなく、

自分の園地を持ちたいという気持ちが

強くなっていきました。協力隊は、役場

所属で地域のために活動する立場で

すので、勤務時間中は、自分の畑の作 

まってるんでしょ」と言われて、たしかに

そうだなとハッとしました。古川さんはじ

め、Ｉターンの先輩農家さんの存在は、

心強かったですね。それで、大阪に

帰って心を決めて、古川さんに電話で

決意を伝えました。 

 

 いきなり農家にはなれないので、５月

に仕事探しに来て、古川さんの紹介で

色々な方に会わせていただきました。

それで役場に寄ったときに教えてもらっ

たのが、島おこし協力隊でした。これは

ぴったりだなと思って、応募したんです。 
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時間のつかい方は 
自分で決める 
 

―園地を探すのは大変でしたか？ 

 土地はいっぱいあるのですが、役場や

農業委員会が管理しているわけではな

いので、園地を探すのにはだいぶ苦労

しました。「農地を探しているんだけ

ど・・・」と知り合いに片っ端から声を掛

けて、探していきました。 

 

 この園地には、元々、極早生みかん

とレモンが植えられていました。管理を

やめてから３年ほどの園地で、木々が 

草で覆われてしまっている状態でした。 

草が茂りすぎて、草刈り機では刈れな

かったので、地道に手で刈っていきまし

た。草に覆われていた園地に、木が１

本見えるようになり、２本見えるようにな

り。いつか終わりが来ると思ったら、そん

なにしんどくはなかったですよ。 

 

―手作業で！？一人でですよね？私

なら耐えられません・・・ 

 私は逆に、人と作業するほうが合って

ないかな。もともと集団行動は苦手な

ので、自分のペースで作業できる農業

は、自分に合っているなと思います。 

 

 協力隊を３年間してからでも遅くない

のではというアドバイスも頂きましたが、

柑橘の苗木が育ち、収穫できるように

なるまでには時間がかかります。だから

１年でも早く、自分の園地を持ちたいと

いう気持ちがあって、１年早く卒業させ

てもらいました。 

業をするわけにはいきません。協力隊

をしながら、自分の畑を持つということ

は難しいと思いました。そんな時に、青

年就農給付金（※）のことを知りました。

協力隊ではなく、こちらの給付金を頂き

ながら、農家として独り立ちできるように

していこうと思ったのです。 

 

※青年の就農意欲の喚起と就農後の定

着を図るため、就農前の研修期間（2年

以内）と農業経営が不安定な就農直後

（5年以内）の所得を確保する給付金 

Before After 草に覆われたレモンの木（左側） 
草がなくなり、日光を受けて気持ちよさそうなレモンの木 

太陽の光をたっぷり受けて、すくすく育つみかんたち 
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都会の距離感、 
田舎の距離感。 
 

―これからの目標は？ 

 自分のスタイルを築くことが課題です

ね。何をどう育てて、どう販売していくか。

まだ手探りなのが正直なところです。 

 

―柑橘栽培が好きなんですか？ 

 そうですね。今は野菜も楽しいなと思

うようになってきましたが、なぜか樹が 

 

考えると異常ですよね。身体は触れ

合っていても、心は遠くて。不自然だ

なぁと思います。島の暮らしは、面倒な

こともあるけれど、自分に素直に、自然

体で生きられるというところが、やっぱり

自分には合っているなぁと思います。 

好きですね。樹を触っているのが好き 

です。赤と青のどちらが好きと言われて、

赤と答えるような直感的な感覚で。 

 

 なんで農業なのかって、よく聞かれま

すけど、私の場合は好きだなぁ、合って

いるなぁとしか答えようがない感じです

ね。島のおばあちゃんたちからも、「パソ

コンができるのに何で農業なんてする

んか？」って言われますが、都会に戻り

たいとかは全然思わないです。満員電

車とか・・・もう乗れないですね。冷静に 

毎日変化する命に 
寄り添う喜び 
 

―農家としての喜びは？ 

 まだまだ駆け出しなので、偉そうなこと 

は言えませんが、自分のしたことで変化

を感じられることですね。草を掃ってあ

げたレモンの木が、日光を受けて、新

芽を出してきたことや、植えた苗木が

日々成長している様子を見ると、嬉しい

なと思います。 

 

 また、ありきたりですが、お客さんが美

味しいと言ってくれるのは嬉しいし、そう

言ってもらえるものをつくりたいなと思い

ます。いろんな職業の方が、お客さんの

笑顔がやりがいだとかって言うじゃない

ですか、それってきれいことじゃないっ

てうがって見てたところもあったのです

が（笑）、やっぱりお客さんから美味しい 

 それに、農家には土に触れる作業だ

けではなく、簿記や梱包、チラシづくりな

ど、様々な仕事があって、１から１０まで

自分で決めて予定を組めます。草刈り

に飽きたら、気分転換に別のことをして、

また草刈りをするというような感じで、自

分で時間の使い方を決められるんです

ね。 

って言われるのは素直に嬉しいんです

よね。まだまだ駆け出しですが、その嬉

しさを実感しています。 

岩城島は、「青

いレモンの島」の

キャッチコピーで

島おこしに取り

組んできた島。 

おおい農園の情報は、 

Facebookでチェック！ 
 
 
https://www.facebook.com 

/oifarm0905 

賀茂ナスの田楽 Towako’s Recipe 

賀茂なす 1個 
揚げ油  適量 
白みそ  25g 
赤みそ  9g 
 

①田楽みそを作る。厚手の鍋に材料を合わせて弱火にかけ，   
 混ぜながらゆっくり練り上げる 
 

②賀茂なすは上と下を少し切り落とし，皮を縞にむく。 
 4～5cmの幅に輪切りにする。切り口の片面に十文字の切り 
 込みを入れ，水に放してアク抜きをする。 
 

③揚げ油を熱し，なすの水気を充分に拭き取って低めの 
 温度でゆっくり揚げる。 
 

④揚げたなすに，田楽みそを塗り，中央に炒りごまを振る。 

砂糖  大さじ1・1/2 
酒   小さじ2 
みりん 小さじ1 

https://www.facebook.com/oifarm0905
https://www.facebook.com/oifarm0905
https://www.facebook.com/oifarm0905
https://www.facebook.com/oifarm0905
https://www.facebook.com/oifarm0905


島のおかあさんに 
もらったレモンの 
キーホルダー 

丁寧に植えられた野菜たち。 
人柄がでてます 
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Farmer’s 
Life 

こんなところ 
撮らんとって～ 

さすが女子！ 
農作業用具も 
色にこだわってます 

ここから見る 
海が好き 
なんよ～ 
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Information  

Step1 

Step2 

Step3 

Tel 0897-75-2500 Mail sangyou@town.kamijima.ehime.jp 

https://www.town.kamijima.lg.jp/soshiki/9/627.html 

http://tayofuru.wix.com/shimagurashinet 
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そ
し
て
、
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も
昨
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月
末
で
任
期
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、
今
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夫
と
ふ
た
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で
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を
し
て
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大
井
さ
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と
違
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私
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場
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が
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、
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。
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自
家
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小
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畑
。
今
ま
で
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ら
な
か
っ
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農
業
、
そ
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、
食
を
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巻
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様
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、
自
分
た
ち
が
違

和
感
を
感
じ
て
い
た
社
会
の
あ
り
方
と
そ
れ

ら
の
問
題
が
深
く
結
び
付
い
て
い
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づ
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。  

  

た
と
え
ば
、
種
。
昔
の
お
百
姓
さ
ん
は
、
自

分
で
種
を
採
り
、
次
の
年
に
そ
の
種
を
つ
か
う

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

固
定
種
・
在
来
種
と
呼
ば
れ
る
、
地
域
の
風

土
に
合
っ
た
品
種
が
代
々
受
け
継
が
れ
、
個

性
豊
か
で
美
味
し
い
様
々
な
品
種
が
日
本
中 

About me 
文と写真と編集  ふじまき みつか （まっきー） 
 
1983年山梨県生まれ。A型。ふたご座。国際基督教大学
教養学部国際関係学科専攻。山梨→東小金井→フィン
ランド→吉祥寺→上島町生名島→上島町弓削島 
 

都内マーケティング会社に勤務ののち、2011年10月より、
愛媛県上島町（人口約7400人）の離島に移住。島おこ
し協力隊として、3年間活動し、2014年9月末に卒業。 
 

協力隊卒業後は、パートナー（夫）とともに、「まるふ農
園」として農業を柱に生計を立てる。野菜の美味しさを
つたえる食堂、農家民宿もオープン予定。 
 
 
まるふ農園Facebook 

https://www.facebook.com/marufu.farm 
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食
糧
増
産
が
図
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
「
一
代
限
り
」
は
揃
い
が
よ
く
効
率

的
な
栽
培
が
で
き
る
Ｆ
１
種
と
い
う
品
種
が

主
流
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
Ｆ
１
種
は
、
「
一

代
限
り
は
優
秀
」
と
い
う
特
徴
な
の
で
、
種
を

採
っ
て
も
次
の
年
も
同
じ
よ
う
に
は
育
ち
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
、
種
採
り
は
、
手
間
も
時
間
も

場
所
も
必
要
。
こ
う
し
て
、
種
採
り
を
す
る

農
家
は
激
減
し
、
化
学
肥
料
と
農
薬
と
種
を

毎
年
買
い
続
け
る
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
て
い

き
ま
す
。
（
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
調
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
！
） 

  

多
様
性
や
個
性
、
伝
統
は
非
効
率
だ
か
ら

い
ら
な
い
？
い
か
に
効
率
的
に
「
儲
け
る
か
」

が
大
事
？
そ
の
先
に
、
ど
ん
な
幸
せ
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
昔
な
が
ら
の
品
種
は
、
揃
い

は
悪
い
し
、
病
気
に
な
っ
た
り
も
す
る
し
、
収

穫
量
は
少
な
い
し
、
効
率
は
よ
く
な
い
。
で
も
、

風
味
が
力
強
く
て
と
っ
て
も
美
味
し
い
ん
で

す
。
そ
し
て
、
種
を
採
り
、
次
の
世
代
に
命
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
世

代
に
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
。
そ
れ
は
種
の
話
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
島
の
暮
ら
し
も
同
じ
。
先

人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
豊
か
な
自
然
、
そ

の
中
で
育
ん
で
き
た
文
化
、
知
恵
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
。
そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
を

私
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
の
個
性

や
地
域
の
個
性
よ
り
も
、
効
率
を
重
視
し
て
、

使
い
捨
て
、
大
量
生
産
大
量
消
費
と
い
う

「
都
会
の
幸
せ
」
。
そ
ん
な
自
然
の
営
み
に
反

し
た
方
向
に
進
ん
で
も
、
そ
こ
に
幸
せ
な
未
来

は
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。 

 

 

だ
か
ら
、
う
ち
の
農
園
（
ま
る
ふ
農
園
と
い

い
ま
す
）
で
は
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
固

定
種
に
こ
だ
わ
っ
て
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
百
姓
は
、
「
百
の
作
物
を
つ
く

る
か
ら
百
姓
」
、
「
百
の
仕
事
を
す
る
か
ら
百

姓
」
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
自
給
自
足
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
持

続
可
能
な
暮
ら
し
方
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

  

大
井
さ
ん
が
話
し
て
い
た
よ
う
に
、
自
分
の

働
き
方
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
気
持

ち
が
い
い
こ
と
で
す
。
必
ず
船
に
乗
ら
な
い
と

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
島
町
の
島
々
に
は
、

「
不
便
」
だ
と
思
え
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
外
に
求
め
な
く
て

も
小
さ
な
島
々
の
中
で
幸
せ
に
暮
ら
す
方
法

を
島
の
先
人
た
ち
は
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

な
い
も
の
を
ね
だ
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
も
の

に
目
を
向
け
て
、
知
恵
を
働
か
せ
て
、
身
体

を
動
か
し
て
生
き
て
い
け
る
こ
と
。
本
誌
ス

モ
ー
ル
ス
ト
ー
リ
ー
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
も
、
そ
う
や
っ
て
与
え
ら
れ
た
環
境
の

な
か
で
自
分
で
動
い
て
、
す
べ
き
こ
と
を
し
て

こ
ら
れ
た
方
ば
か
り
。
そ
ん
な
素
敵
な
人
た

ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
こ
と
が
、
こ
の
町
の
誇
り
で

あ
り
、
そ
こ
に
「
島
流
の
幸
せ
」
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

  

最
後
に
・
・
・
「
島
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
ご

縁
で
こ
の
上
島
町
に
や
っ
て
き
て
、
多
く
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
任
期
を

終
え
て
も
こ
う
し
て
島
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

https://www.facebook.com/marufu.farm


『スモールストーリー』ご愛読ありがとうございました！ 
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